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鳩間方言の人体関係語彙（１）
加治工真市
アrガジラー可ナスン［2arka7d5irax可nasuD］（句)・相手を侮辱し、面目を失わせる。
恥を掻かせる。例、ウ「ビ可ヌプスヌ可ナカ可ナーテイアカプジラーナサ可リテイ
バッカヤ可ヌ可ウナーブ｢ラランセンＰｕｒｂｉ７ｎｕｐｕ｢sunu7na｢ka丁naxti？a｢ka7d5iraz
narsa可ritibakrkaja可nu2unaXburraranseO］（あれだけの人の中で、恥をかかざれて、恥
かし〈て、そこにはおれなかった）
ア｢キミックヮー［?a｢kimikkwax］（名）「明き盲」の義。無学の人。文字の読めない人。無
学の人を卑しめた言い方。例、イ「カナ可ア｢キミックヮー「ヤラバン可アイヤプ｢ス
ヨ可ウ「サイルムノープアラ丁ヌ［i2rkana72arkimikkwa：rjaraba9可2aija：p1rsujon
２ursairumunon？arra可nu］（いかに文盲であろうとも、あのように人を見下し、ぱかいす
るものではないよ）
rイン可ヌヤー［r2in7nujaX］（名）ものもらい。目のふちにできる腫れ物。瞼の腱の生えた
ところや目尻、目頭のあたりが、カサカサして異物感があって~昼夜ほどたつと、ものも
らいになることが多かった。例、「インヨヌヤーヌヨンジテイ「ミーマヤア｢ガーガー'シ
バ｢リベー可［r2in7nujaXnu可２nd3itirmiX7ja2argaXga7Jiparribe可x］（ものもらいができて、
目が赤く腫れている）
イ「シスブラー［?irJisuburax］（名）「石頭奴」の義。「頑迷固随の奴」の意。イシスブル
（石頭）に、‐ｊａ：（一奴、－人）の接尾辞が下接して形成きれた語、卑語。例、アイｒ
フ同イ「シスブラー可ティン「ブン７ツォヨカー［2ai｢buTirJisuburantimrbun7tso
可ka:］（あんな石頭奴《頑迷固随な奴》なんて、他に居るものか、珍しい限りだ)。
イ｢シスブル［2iFJisuburu］（名）「石頭」の義。①「石のように硬い頭｣、例ウｒリヌ可ス「
ブヨローイ「シスブル丁ヤ「ルンダプヤ「マ可ヌ［?u｢rinu7surbu7ro：２irJisuburu7
jarrundala｢ma丁､u］（彼奴の頭は石頭だから痛くない)。
②「頑迷固随である｣。例、「ウンザー可イ「シスブル可ヤ｢ルンダ丁プ｢スヌ丁ムニ
シウ「カヌコ［r2undzan2i｢Jisuburu可jarrunda可ｐＶ｢sunu可munis:rkanu可（彼奴は、頑
迷固随であるから、他人の言うことばは聞かない）
ウ｢キスープルン［?urkisunruO］（動）赤児や乳児などが眠りからすっかり目覚める。赤児
や乳児が朝目覚めて手足を動かしながら、目を大きく見開く。ヤ｢ラうべ_「ミヨヤキ
サー「テイ可ウ「キス－丁リテイン「ゴーンゴー可シサ「ニンケーリベーンプティ
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［jarra可beXrmi:可jakisaXrti可２u｢kisux7riti2Urgox?DgoXTisa｢ni9kexribeXn可ti］（赤児
《童》は、目はすでに目覚めて、ンゴーンゴーといって哺語を発して喜んでいるよ）
｢ウシ可ソン［r2us1soD］（名）盆の窪。首の後から後頭部に至る途中の窪んだ所。頭痛の際、
両手の栂指でそこを強く押し、中指でひよめきの部分を押して頭痛を治す民間指圧療法の
つぼがあると言われている。
また、乳幼児などは、［r2us7son］の部分の頭髪を残して、他の頭髪は刈る風習がある。
伝承によると、ウッソンに髪を残しておくと風邪をひくこともなく、魔がつくこともない
という。この部分の頭髪を、力「ミヌ・ズー［karminu-dzux］（亀の尾）という。乳幼児
死亡率が高かった頃、乳児を魔の手から防ぐために、長寿の象徴である「亀」に長寿の予
祝をを授けてもらう願意と、この部位が大切な所であることを経験的に知っていて、そこ
を外傷から守る意味もこめて命名したものであろう。「ウッソンマヌカ「ミヌ゛ズーヤ可
ス｢ル可ナ［｢2usson可ｎｕｋａ｢minu-dzuxja可surru1na］（盆の窪の髪「亀の尾」は剃る
な)。
ウ｢ブ・スブ可ル［2urbu-subu7ru］（名）「大頭」の義。異常に頭の大きな人。大頭症の人･
生まれつき、頭が大きく、体格がひ弱な人。ウrブ・スブ可ラー［?urbu-subuTaX］（｢大
頭症の人」の卑語)。これは、ウ｢ブスブ可ル［?urbu-subu可ru］（大頭）に接尾辞一ヤー
［jax］（～奴）が下接して形成された語。喧嘩する際に、ウ｢ブ・スフ可ラー「マーシ可ノ
［2urbu-subu可raxrmaxsnno］（大頭奴めが）などと言って相手を罵倒するのに用いた。
オモテ
ウ｢ム可テイ［2urmu可ti］（名)、「面」の義、「顔」の意。ウ｢ムマティフ｢クルン（顔が腫れ
る）とは言えるが、「不機嫌になる」の意で、ウ「ム可テイフ「クルンPurmu可ｔｉ
のVrkuru9］とは言えない。また、ウ｢ム可ティ［?urmu丁ti］（面）は、ウ｢ムゴティ可シム
オモテ
ン［?urmu7ti可simuO］（面を《顔を》澄ます《洗う。洗顔する》）のよう|こ用いられる。
可カーミー［kaxmix］（名）「皮目」の義。一重瞼のこと。一重瞼の人は、目蓋が腫れぼつた
いように見え、女`性の場合はどことなく憂顔に見えるのに対し、男性の場合は、睡眠不足
の顔に見える。例、ヤ｢マトゥ可プスナールカーミーヤ「ゴー可ラー「ナーロa｢matu-可
pVsunaxru可kaxmixjargox7raxrnaX］（大和人《本土出身者》の中に、一重瞼の人は
多いようだねえ）
力「タスブ可ル［k9rtasubu可ru］（名）「片頭」の義。力「タスブル゛可ヤン
［k§Ftasuburu-丁ja9］（｢片頭病み」の義。偏頭痛のこと)。可ヌンテイルアイ「ﾌ同ユー
カ「タスブル可ヌ可ヤム「ツォー［nuntiru2airbu可-jmk9Ftasuburu7nu2amurtsox］
（どうしてなのか、偏頭痛がするんだよ)。パ｢ナシキ「ママリティー’力「タスブル可ヌ
「グッ可ファ「ツオー［parnasikirmamariti可k9rtasuburu7nurgufTartso:］（風邪
をひいて、片頭が重い《偏頭痛がする》）
力rタゴミー［k9rta-1miz］（名）「片目」の義。力「タミープヤッ｢サイ［k9rtaminjas｢Sai］
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（片目はつむりなきい《閉じなきい》)。「ティップ可シプカマイイ｢ル丁ピンマーカ「
タミーコヤッｒサイテイ可タミ［rtippuTi可kamai？ｉｒｒｕ可pimmaxk9rtami:可ｊａ
ｓ｢saiti7tami］（鉄砲で猪を射る《撃つ》ときは、片目をつぶって狙いなきい）
｢ガッ可パイ［｢gap可pai］（名）前頭肥大頭。前頭部が肥大し、発達した頭をいう。ガッ可パ
イ・スブル［rgap7pai-suburu］ともいう。これも卑語化すると、ｒガッパ可ヤー
［rgappa7jaZ］となる。最近は産婦も病院で分娩するせいか、ガッ可パイ・スブルのよう
な頭の形態が少なくなっているようである。昔（昭和30年頃まで）は、幼児などが｢ガッヨ
パイスブルとか、「ガッパ可ヤーなどと津名きれて、それが悔しくて、喧嘩をしたものであ
る。
力ｒラ・スブル［karrasuburu］（名）頭蓋骨。しゃれこうべ。アｒライ・クサイ
［2arrai-kusai］（洗骨の法事）の際に埋葬した遺骨を骨壷に納め、墓の中に入れた。その
頭蓋骨を、サ「リ・スブル［sarri-suburu］ともいう。洗骨のことを、「シン可クチ
［｢SiU可kutJsi］（｢洗骨」の義）ともいう。イ「ううカマイナーカ「ラスブルヌ「アシ可タ
ン［?irra可kamainaxkarrasubunu2at可taO］（イ「ラ引力マイ《地名、大前の南側》には頭
蓋骨があった）
rカンパー［rkampax］（名）頭部に損傷を受け、傷跡が禿げているもの。その人を多少卑し
めていう場合に用いる。ニックネームとして用いられる。また、愛称や尊敬の接尾語ｒ
アー７ザ［｢?andza］（兄）が下接して、「カンパ・ザー［｢kampa-dzax］（カンパ兄）のよ
うに用いられるが、本人に対する呼称としては用いられない。名称として用いられる。
力「ザケヌｒカンパザーｒバン可タイ「チ可フ［kardzakenurkampadza：rban7ta
2irtsi可のu］（加治工のカンパ兄は私たちの従兄弟だ）
カンパザー［rkampadzaX］（名）カンパ兄ざん。頭部に傷跡の禿げのある人を敬って言うと
きに用いることば。本人に対する呼称としては用いない。例、「力｢ザケブナー「カンパ
ザー可テイア「ズ可プ「ソーｒオーッタン可メー［kardzake可naxrkampadzax7ti
2ardzu可ｐ９｢soＺｒ?oXttam丁ｍｅ:］（加治工家にカンパ兄ざんという人はおられたかね
え）
｢カンパツァー［rkampatsax］（名）頭部に損傷を受け、その部分の傷跡が禿げている人。
多少、相手を椰楡する気分がこめられている。一種の卑語。また、親愛、尊敬の接尾語
一ax7dza（兄）が下接すると、「カンパツァザー［｢kampatsadzax］（カンパチ兄さん）のよ
うに用いられる。
｢カンパチ［rkampatJi］（名）頭部に損傷を受け、その部分の傷跡が禿げているものをいう。
そのような人に対しては、「カンパー［rkampax］といい、卑語化する。ニックネームと
して用いられたりする。例、ク「ヌ「カンパチェー可ヨーヤrラ丁ピｒシェーン可ケン
「キーヌ・パン丁ターラマウテイティス「クマレームダ「し７－［kurnurkampatJen
－２１７－
Hosei University Repository
ｊｏｘｊａｒｒａ可birJex9可ke9rkiXnu-pan7taXra可2utitis1J｢ku7reXmudarre可x］（このカ
ンパチは、幼少の頃、木の先端より落ちてつくったものだよ）
シ｢がミー［J:rka可mix］（名）「近目」の義。近視のこと。遠視に対する語は認められない
が、４０歳代になると、「ミー可ヌ「ムイルン［rminnurmuirun］（目が燃える。ジラジ
ラして見えにくくなる）などと言う。例、可ダンプヌガrルプナー可クマーrクマーヌ
ジーバ丁ユミテイールシ「力丁ミー可ナレーヨー［丁dampunugarru可nakumaX
rkumanurd5ixba可jumitixruJJrka可mix可nareXjox］（ランプの明りのもとで細かい
字を読んだので近視になったのだよ）
ツラ オモテ
ヨシラ［Jira］（名）「面」の義。顔のこと。ウrムブティ［2urmu可ti］（｢面｣、顔のこと）｜こ
ツラ
対して、多少、品位の落ちる表現性を有する。可シラマウトゥン［丁sira2utu9］（面を打
つ、殴る)、丁シラフ｢クルソ［Ｔｉｒａ①Vrkuru9］（面腫れる、腫れ面をする)、可シラ
フクラー［Ｔｉｒａのukura:］（ふくれつつらの人《女性》、不平たらしい女)。可シラガｒＯ
ラヌ［Tiragarranu］（顔が明るくならない。暗い顔つき、はればれとしない｡）ン｢カ
イジラーラ可スズ-Ｆ．可イ｢ザレーコン［29rkai-d5iraxra7sudzuxrko7？irdzarenU］
（向かえ顔より《初対面から》したたかに叱られた）のようにマイナス面の表現と結びつ
くことが多いようである。また、ウ「リヌ可シ｢ラスクリヨープヤビ｢ケーヌ・ウヤ可トゥ
ピッ「ツティニーブ可ツォー［2u｢rinu7JirrasukurijonjabirkeXnu-2uja7tubitrt‐
つら
sutiniXbu7tsox］（これ《この子》の造り様《面つき、顔つき》｝よ父親とそっくり似
ているそうだ）
シ｢ラー可マ［Jirrax7ma］（名）「小苔な顔」の意。－マ［-ma］は指小辞。親愛の情を表す
接辞でもある。シ｢ラー丁マは、疾病等により、顔が痩せ細って小きくなったもの。例、「
ヤン可マインウ「ソーリ「ヨーガリテイ可シ｢ラープマナリ「オーブル［｢jammai9
２ursoXrirjo:gariti7si｢raX7manarir2ox7ru］
（病気にうちのめきれて、痩せ細って、小さな顔になっておられる）
シ｢ラカタ可チ［Jirrakata可tJi］（名）「顔形」の義。顔つき、容貌、面だち、顔だち、マrリ
カタチ［marrikatatJu（｢生れ形」の義。生れつきの容貌の意）の対語として用いられる。
例、シｒラカタ可チンマ「リカタチン丁アザ｢ケー・アザケー可シテイイｒ炉シゥク
ア「タラ可サワ「ツォー［Ji｢rakata7tJimmarrikataJiU72adzarkex-2adzaken-Jjti
２i｢ka可siiku2a｢tara可sawartsox］（顔つきも、容貌も楚楚としてどんなにか可愛いこ
とか）
可シラフクラー［Tira①1kurax］（名）腫っ面の人（女)。不平不満の気持ちを表情に表す人。
女は通常、自分の気持ちを言葉に表すことをしないで、腫っ面をして、不承不承、命ぜら
れるままに従って仕事をした。シラフクラーをすることが、精一杯の反抗であった。親や
姑は、娘や嫁の気持ちを汲みとり、最後には娘や嫁の無言の主張を容認した。封建時代に
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おける自己主張の便法として、娘や嫁たちは、シラフクラーを活用した。
シ｢ラ可ヌゴカー［Ji｢ra7nukax］（連語）面の皮。鉄面皮、恥知らず。例、「ヌーコシ「
ブー可シ「ううヌ「カーマバブムテイ「ブー可ユー（｢力司ヤン「ナー可ナ「セー可テイ
「アープク「ツオー［｢nunJirbux7Ji｢ra1nurkaX可bamutirbunjuXbarka可jan
rnannarsex可tir2ankurtsox］（どんな面の皮を持っているのか、恥しげもなく、ふ
るまっているよ、珍しいことだ）
つら
シ｢ラ可ヌ「ソー［Jirra丁nurso:］（連語）「面の性」の義。正気か狂気かは表|青によって
判断できるが、その表情に現れた正気をいう。発狂するときは、シ「ラ可ヌ「ソー
［Jrira7nursoX］（面の性、表情）が失われるという。例、「ミー丁ヤウ｢キティゴシｒ
ラ可ヌｒソーン可ウテイ「ナープヌ［rmiX7ja2urkiti可Jirra丁nursoZm2uti
rnannu］（目が浮いて《焦点が定まらず、キョロキョロして》、顔の表情も、正気が失わ
れてしまった）
ス｢ブコル［surbu可ru］（名）①頭、「つぶり」の転。「つぶら」（円）と同源。頭蓋を構成す
る部分の総称。力｢ラスブル［karrasuburu］（頭蓋骨、しゃれこうべ)。プ｢スヌ・スブ可ル
［p1rsunu-subu7ru］（人の頭)、イ「ズヌ・スブマル［2irdzunu-subu可ru］（魚の頭)、ウ「
シヌ・スブ可ル［2urJinu-subu7ru］（牛の頭)、②脳、能力、才能、例、ス｢ブ可ローカ「
チ可ブ［surbu可ｒｏｘｋ§rtJi可bu］（頭は勝っている。優れている）③ス｢ブコル「グッ可ファ
ン［surbu可rurgufTa9］（頭が重い、気分がすぐれない、風邪気味である)。④ス｢ブル可
ヌ可ヤミナ｢ラプヌ［su｢buru1nu可jaminarra可､u］（頭痛が激しい。《頭が病み、どう
にもならぬ》)。「頭痛」のことを、ガ｢マジ可ヤミ［garmadsi司一jami］ともいう。熱はない
のに頭痛がある場合、両手の栂指でこめかみのあたりを押さえ、中指でピ「ルキ
［pi｢ruki］（ひよめき）のあたりを押さえた。またよもぎ（蓬）の汁を飲ませて鎮痛薬
とした。
ス｢ブル可イシ［surburu7iJi］（名）「頭石」の義。「半球形の珊瑚石」のこと。海石一種。ミ
ドリイシ科やキクメイシ科に属する珊瑚石で、直径30ｃｍ～60ｃｍの半球形に形成きれてい
るのが多い。表面に菊花状の珊瑚の突起物がある。干潮時には海面上に現われ、人頭形に
見えることから命名されたもの。昔（戦前）は、それをイ「シジ［2irJid5i］（礎石）とし
て家屋建築に用いた。
Fソ－７マー［｢sox7maX］（名）「白目」の義。斜視のこと。生れつき、瞳が内側や外側に寄
りすぎて、白玉《水晶体》の部分が多い目のこと。またそのような人。例、マ｢ナマ可ヌ
「ユーヤゴイ「サブヌイッ「ケナマカナイ「オー可レーティ「ソ－丁マーン「ノーシ可
ソール［marnama可nurjuxja72irsa可nu2ik｢kena丁ｋａｎａｉｒ?o:~1re:tirsonmaXn
rnoxJnsoxru］（今の世《現代》は医者が優れておられるので、斜視も直すことがおでき
になる）
－２１９－
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ダ｢リプミー［darri可mix］（名）「垂れ目」の義。目尻が垂れざがっている目、その人。目尻
の下った人はおとなしく、気`性の穏やかな人と言われている。従順ではあるが、活気がな
く、積極`性もなく、怠惰で人に指図きれる側面をもつイメージが大きい。例、ダ｢リミー可
ヤイ｢キブイヌマミｒララン可バン［darrimiX1ja？i｢kibuinu1mi｢raram7baU）（垂れ目
の人は、覇気が見られないわし､）
シｒううタマ［frfu7tama］（名）「黒玉」の義。瞳や虹彩のこと。これを、ｒミーヌ可ツファ
［｢mimu司一ffa］（目の子）ともいう。例、ヤ「ラビ可パダナパ｢ナンプギｒシーティ
ル可グ｢シ可シ「ミーヌ丁シｒフマタマ「ウイヌキミッリヮーナレーテイ７ムカー
Darrabi可padanaparnaU可girJi:tiru可gurJi1Jirmixnu可frfu可tamar2uinukiti
mik丁kwa：可､are:ｔｉ可mukazja］（子供の頃にいたずらして小竹で瞳を突き刺し、盲に
なったんだよ）
シ｢ス可タマ［s｢su可tama］（名）「白球」の義。眼球の水晶体のこと。例、トゥ「シ可トゥル
カー「ミー可ヌシ「スタマ可ヌユ「ヌンゴーブリテイムヌミ「リングリブサーナ
ルツオー［turJi7turukaxrmi:-1nusrsutama可nujurnu9gonritimirri9guri7sa：
可naru可tso:］（年をとると、目の白球《水晶体》が濁って、ものが見にくく《見づらく》
になるそうだ）
可ナダ［nada］（名）涙。ｒミー可ナダ［｢minnada］（涙）ともいう。ナミダ→ナンダ→ナダ
のように音韻変化を起こしたものであろう。例、「ゾールゾール丁シナダパ｢ううシナ
「キベプー［rdzo:rudzoXruTi可nadapa｢ra7Jinarkibe7x］（ゾールゾール音をたてて涙
を走らせ《流し》て泣いている)。鳩間方言では、涙は音をたてて流れ落ちるし、走るよ
うに流れ落ちるから音がたつのであろう。
ナrダマー可ルン［､a｢damanru9］（動）涙ぐむ。涙が眼球の囲りに惨み出て、目が赤らむ。
ものごとに感動したときに目が赤らんで、涙が霞み出てくる。例、プアイブ「ポーキリブ
ムヌヤ「タンドゥ可ウ「ヤ丁ヌ「サウバ可シ「キテイ可ナ「ダマー司り「ベー司夕
［可?aiburboXkiri7munujartandu丁？urja可nursauba可J9rkiti7nardama訂ri
rbenta］（あんな暴れん坊であったが、親の左右《近況、便り》を聞いて涙ぐんでいた
よ）
ナ｢ダヨー可ン［nardajonD］（形）涙もろい。「涙弱い」の義･ものごとに感動して涙を流し
やすい様。結願祭の村芝居などに感動して、老人たちが目を真赤にし、涙を流して観劇し
たが、中でも故米盛松氏は有名であった。例、ナ｢ダヨー丁アrローﾌﾟルプ｢ソ－７シ「
ファ．マー丁ヌ「キョンプギン可ミリテインナrキソーッ丁夕［nardajo：２arronru
pVrsox7frfa-ma:可nurkjoO7gim7miritinnarkisoxt7ta］（涙もろい人は、子や孫の狂
言《芝居》を見ただけでも泣きなきったものだ）
プパガー［可pagaX］（名）禿げ頭野郎。卑語。屋号が上接すると個有名詞となる。たとえば、
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［kardzakenu司一paga:］（加治工家の禿げ頭氏）のようになる。それに、親愛、尊敬の接
尾語、ア－丁ザ［「?andza］（兄）が下接して、しばしば、［ka｢dzakenu7-pagaxdzax］（加
治工の禿げ頭兄）のように用いられる。この段階からは、愛称のニックネームとして用い
られるが、当の本人に対して、呼称として用いられることはない。名称として用いる。
パ｢ギスブ可ル［pa｢gisubu可ru］（名）禿げ頭。頭髪が抜けて、頭頂部がつるつるしている頭。
遺伝的に頭髪が抜け落ちたものをいう。卑語化すると、可パガー［pagax］（頭の禿げた奴）
のようになる。例、「クンプネヌプ｢ソ－丁パrギスブル可ヌタ「クライ［rkun可nenu
p9rsonpa｢gisuburu7nut9rkurai］（この家の人は遺伝的に頭の禿げる家がらである）
頭部の傷跡が禿げているものには、パ｢ギスフ句ルとは言わない。
ピ｢サ・スブル［plrsa-suburu］（名）「平頭」の義。後頭部が平たいもの、またその人をい
う。産後、乳児を一方にだけ向けて寝かせる癖をつけると、その方の後頭部が平たく変形
すると言われていた。アガッｒファ－丁マーユ｢ヌン可トンカー「二丁力「トン力司シ
ニ｢バシテイ７ピrサスブル可ナrううシシケー［?agafrfanmaxju｢､un丁to9ka:rni
kartonka7JinirbaJiti可plrsasuburu7na｢raTiJIkex］（赤子を、同じところにだけ
かたむけて寝かして、平頭に変形きせてある）
ピ｢ルキ［pirruki］（名）ひよめき。泉門。乳幼児など、前頭と後頭の骨の接合するところ
で、そのすきまの、ピクピクと鼓動の観察きれる所。幼児期に、子供が引き付けを起こす
際、母親が口に水を含んで、ピルキの部分に吹きかけて蘇生きせる習`慣があった。例、
ピ｢ルケーラ丁ミ「ジうう｢キ丁カキテイイ「キガイラ可シ［pIrrukeXra可ｍｉ｢d5i可①
urki7k9kiti2irkigaira7Ji］（泉門の所から水を吹きかけて生きかえらせなきい《蘇生きせＯ
なきい》)。
また、激しい労働に従事して繁忙をきわめている様子を比噛的に表現する場合、ピ｢ル
ケーラ可イキｒスン［pirrukexraTikirsu9］（泉門《ひよめき》より息をする《呼
吸する》）のように言う。
ブ｢、ミー［bu｢ri可miX］（名）「折れ目」の義。目蓋が折れ重なっているもの。二重瞼の意。
例、「べ－７ウ「キナ－７プソーブrリミーン丁ドゥ「ゴー丁ラー可カーミーヤｒイシゥ
カー可ル可ヨー［｢bex72urkinax7puso：burrimixn可durgonra：可kaxmi:ｊａ「2ｉｓ
Ｉｋａｎｒｕ可jo:］（我等《聞き手を含む》沖縄人は、二重瞼が多いんで、皮目《一重瞼》は｡
少ないよ)。
可ミー［mi:］（名）目。視覚器官の総称。「ミーコーヨルン［rmiXkonru9］（｢目が強張る丁、
目が冴えて眠ることが出来なくなる)。「ミーコー可ヤー［rmixkonjax］（名）お目覚めと
して朝食の前に食するもの。
「ミーサマ可スン［rmiXsama7suD］（動）（目を覚ます)。「ミーサミプルン［｢mi:sami丁ru9］
（目覚める)。「ミーパシゥ可カーン［｢miZpasi7kaX9］（まぶしい)。可ミーッ「サウン
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［mixsrsauU］（目を閉じる)。可ミープ｢ラックン［miXPurrakkuO］（目を開く)。可
ミーピ｢力可ルン［7ｍｉｘｐｌｒｋａ可ru9］（目を大きく開いて見つめる。目で叱る)。「ミーヘ
ピカブルン［｢mixpika7ruU］（急に目を大きく開き、痙箪を起こして手足が硬直すること。
癒澗'性の病気を起こす)。「ミークラープガン「スン［rmixkuranga9rsuD］（目くらみす
る。目まいがする）ｒミーダラプスン［rmixdara可su9］（目を疲労させる)。「ミーコヤ「
パーコナルン［rminjarpannaruU］（あっけにとられて、目を見張る）ブミーｒムイル
ン「１mi：rmuiruD］（目がじらじらして霞む、老眼になる)、ｒミーヤマブスン
［rmiXjama7suU］（｢目を病ます」の義。見たためにそれを欲しがるようになり、思い悩
むようになる)。ミーｒパンリン［mixrpaU7kuD］（目を大きく見ひらく。まぶたをひっ
くりかえす）「ミーヌ可ユク［rmixnu7juku］（目の欲。見たために欲が出て不正を働くう
になること)、可ミーム「ドゥ可ルン［可miXmurdu丁ruU］（視力が回復する。老眼が直
る）
可ミーキラー［司皿:kirax］（名）「目切れ」の義。瞼などに傷跡のある人。女性。女性は顔に
傷跡が残ることを非常に嫌った。目に腫れものが出来て、その傷跡が残ると、特に女`性は
不美人の要素として嫌われた。例、「イン丁ヌヤーム「ター'ビティ「ゴーラス可カー「
デーコジ「グー丁ミーキラープナルン「グー［r2in7nujaxmurta7bitirgo:rasu7kaZ
rdeX7d3irdax7miXkirax可narunrdaX］（ものもらいをいじって化膿させると大変だ
ぞ。瞼の傷もちになるぞ）
｢ミープグヮー［｢mix7gwax］（名）目の小さい人。小さい目、－グヮー［-gwa］は指小辞で、
沖縄本島方言から借用きれたもの。これが再転説して、－ガー［-9a:］となり、若年層で
多用きれていた。「ミー可グヮー［rmiX7gwaX］は、「ミー可ガー［｢miX7ga:］ともいい、多
少の軽蔑感が伴う。他面、親近感も伴う。
「ミーコー可ヤー［｢mi:koX7ja:］（名）「目強飯」の義か。お目覚め用に食べる飯。子供が朝
起きるとき、前夜の御飯の残りや、おかず（御菜）などを朝食の前に与えて目覚めきせる
もの。幼児等は朝起きて泣くことが多いので、これを与えて愚図つかざぬようにした。
例、「ミーコーヤー可ヤｒマイヌ・ミース丁（「ゴー丁ラッ「ファーソーッ可タ
［rmi:koxjaX7jaxrmainu-mixsu7bargonrafrfaxso:ｔ７ｔａ］（お目ざめには、多く、
米味噌を食べきせて下きった）
｢ミーコー可ルン［｢mi:ko:可ruO］（動）「目こわばる」の義か。目強張る。目が冴える。眠気
がなくなる。「ミーコーラ可ヌ［rmi:koXra1nu］（目が冴えない)、「ミーコー可リテイ
［rmiXkonriti］（目が冴えて)。例、ユー可ルカ「タサーブヌムカー「ミーコー７リテイ
ニ「バラン可ナルテイｒゲー1ラ［rjux7ruk9rtasaX7numukaxnirbaran7narunti
rge7ra］（夜、濃い茶《堅茶》を飲むと、寝むれなくなるざ、君も知っているでしょう）
｢ミースーコルン［rmixsux7ruU］（動）「目強くなる」の義か。すっかり目覚める。眠りから
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覚めて、正常な状態になる。「ミースーラ可ヌ［rmiXsuxra可､u］（目覚めない)、「ミースー
ラ丁シ［｢miXsu:ra7Ji］（目覚めさせる)、ア｢サボン可ユン可ノーンッ「フープカー「
ミースーリマスパジ｢グー可（「ウンダ「サーヨクバ［?arsaboJPjunnonfrfun
kaxrmixsuxrnsupad5irdax7bar?undarsa27kuba］（朝食でも食べたら目覚める
だろうから、それから連れて来なきい）
｢ミーヌ・丁カー［rmiXnu7-kax］（名）「目の皮」の義。目蓋、瞼のこと。例、可１ビーン「
ユー可キ「シーブレーマル「ミーヌ・可カーブ「クリ「アーブクンティ［７jubiXnrjux
丁kirJixburex7rurmixnu-可kaxのurkuri2ax7kunti］（昨夜も夜起き《夜更し》をし◎
たにちがいない。目の皮《目蓋》が腫れているざ、見てごらん)。
｢ミープヌ.シrビ［rmix1nu-sirbi］（連語）「目の尻」の義。目尻の意。例、「ミー可ヌシ「
ビコナーｒミーヌ．ツスコヌタ「マリベ可一［rminnuJirbi可naxrmixnu-ssu可ｎｕ
ｔａ｢maribeT］（目の尻《目尻》には、目くそがたまっている）
｢ミー可ヌ・可シン［｢mix丁nu-Tsi9］（連語）「目の芯」の義。目頭の意。ミー可ヌ可シンナ
ミ「ツムコヌ「ペー可リテイ丁ヤムカー「シ－丁（「アーシ「イリテイ丁トゥリシ「
フォーッ可タ［rmi可､uTinnaxmirtsumu7nurpex1ritiljamukaXrJinbar2axJi
r?iriti1turifrfoxt1ta］（目の芯《目頭》にゴミが入って痛むと、お乳を出して《搾乳
して》目に入れて、取り除いて下さった）
rミーヌ・可ツファ［rmi:nu7-ffa］（名）「目の子」の義。「まなこ」と同源。瞳の意。瞳孔も
含めた、虹彩全体をいう。例、「ミーヌ・丁ツファキ｢サ可レーカー丁メー可ムノー
ミ「ララン可ヨー［rmiXnu司一ffaxklrsa7reXkax可meX7munoXmirraraJljox］（｢目
の子」《虹彩》を切られたというのであれば、もう、ｉ【)のを見ることはできないよ）
｢ミーヌッ可サン［rmixnus可sa9］（形）「見にくし」の義か。見苦しい。目ぎわりである。体
裁が悪い。例、ウ「リヌ「シーヨームイヨ－丁ヌコドゥクｒミーヌップサテイル可ウ
ヤーイッ「ケナブキ｢ム可ヤミ「オーッタン可ドゥ「ヤータスン可ケン「マーラソーう
り「ナーン丁セン［2urrinurJi:jox-muijonnu7dukurmixnus7satiru2ujax2ik
rkena可ｋｉ｢mu7jamir20xttan可dul-ja:tarsu9可kemrmaxrasox可rirnazn7se9］（その
人のやり方《仕様模様》が見苦しかったので、親は大変心を痛めておられたが、しばらく
すると亡くなられてしまった）
｢ミーヌ・可ツス［rmi:nu1-ssu］（名）「目のくそ」の義。めやIこの意。眼病にかかると、目
くそがいっぱい出て、上下の腱にくっついて目が開けられないこともあった。例、「ミー
ヌ・ツス丁ヌ力「タマリベー可ティ可ユー「バイテイ可ウ「'ハシヤーｒラマ丁シシ「
スリ［rmiXnu-ssu-mnkartamaribeX~1tｉ丁juxrbaiti可？urri7JijaXrramaTisrsuri］Ｏ
（目や|こが固まっているので、お湯を水で割ってぬるくし、それでゆっくり、ていねいに
拭き取れ)。
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コミーパガー［rmiXpagax］（名）「目禿げ」の義。目病にかかって、目の周囲が赤くただれ
ている人。卑語。不美人の代名詞として用いられ、笑いの対象ときれる。
例、プ｢スヌ可ビ｢ナ可一Ｆウイ可ナーフ「ヨー丁ン丁アリミ「ジヌ可イ「キラ可サンダ可
ミーパガー可ナリ「ベーン可テイ［p9rsunu可ｂｉｒｎａ７：「?ui可nax①u｢jo:oDTari
mird5inu可２irkira7sanda7mi:pagaX7narirbeXmti］（人間として、そもそも不潔で、
怠惰であり、水の少ない所だから、目はげの病気にかかっているざ）
「ミー可ヌ・フ｢チ［rmix7nu-①VrtJi］（連語）「目の口」の義。目頭の意。ミー｢ヌ可シン
［rminnuTin］（目の芯）ともいう。
例、「ミー可ヌフ｢チェー可アガーア｢ガー'シダ「ダリテイ可ミーパガー可ナリくう一
［rmix7nu①！｢tJeX7？agaX-2a｢ga7Jitardariti可mi:pagax可narirbe7x］（目頭が
真赤にただれて、目禿げ《眼病》になっている）
「ミーヌ・可マチ［rmiXnu可-matsi］（名）「目の瞳」の義。単に、丁マチ［matJi］ということ
もある。サ｢カマチ［sarkamatJi］（逆捷）は、瞳が内側に生えたもの。
例、「ミーヌ・マチプヌナ「ガー~’プ「ソー可ア「（可レーン［rmixnu-matJi可nu
nargax可ｐ９｢son2arba7re:0］（腱の長い人は美しい《美人である》）
ｒミーヌ・可ユク［rmixnu可-juku］（連）「目の欲」の義。見ることによって、そのものを欲
しがる気持ちが起きること。見なければよかったのに、見たばっかりに、つい出来どころ
が起きること。例、ｒナーン丁カー「ナーン可ムテイヌク「ラシンプナ「リ可シタンド
イ「ルジ可ナムヌヨミリテイ「ミーヌ・ユク７（可シキティルシ｢ルッ可．-丁ナレー
「ツオー［rna:9丁ka：rnaXm-丁mutinukurraJin可narriTjtandu2irrud5i7na-munu
7miriti：rmixnu-juku7ba7JikitiruJirruk7ko：可narexrtsoX］（なければ無いなりの
暮らし《生活》も出来たのであるが、いろいろなものを見てしまって、目の欲が出て《不
正をはたらく結果となり》、生活を破綻きせてしまってあるんだよ）
「ミーピカリ・可ムヌ［｢mixpikari司一munu］（名）「目光り者」の義。癩澗症の人。失神しやす
い人。例、ウ｢ヌ「ツファー可グマー「グマー「シエーンマケンラ「ミーピカリ１.ムヌ
ティア｢ザリブタ可ヨー［2urilurffa:－１gumaXrgumaxrJeX07kenrarmixpikari-7munuti
２a｢dzaributa~ＩＣ:］（その子は、幼少の頃から《小ざかつた頃から》癩痛症の人といわれて
いたよ)。高熱を発すると、失神状態になり、目を大きく見開いて、体を硬直させる癖の
ある者をいう。
「ミーピカ可ルン［rmixpika7run］（動）「目を光らせる」の義。転じて、年長者から叱られる。
ぎょろ目で叱られる。獺澗を起こす。
例、ヨー「ヨー可アブジェー「ミーピカ司りｒオー丁ル「グー「デー可ジ「グー
Dox｢jon2abudzeXrmiXpika可rir2ox-1rurdaxrdend5irdax］（ほらほら、おじ
いきんが目を光らせて怒っていらっしゃるぞ、大変だよ)。二Fチ可ヌワー丁アrガリ
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ティ「ミーピカ司り「シーベー可タ可ヤー［､i｢tJi7nurnon2a｢garitirmi:pika7ri
rJixbenta可jaX］（熱が脳にあがってしまって、目を光らせて《引きつけを起こして癩澗
症状を起こして》いたよ)。ウrヤプヌ「ミーピカラ可シ「オーラン可カーッ「ファー丁
ヤｒビ7ムヌナ「リコス［2u｢ja可nurmix-pikara丁Ｊｉｒ?oxraO可kaxfrfanjarbi可munu
na｢ri7su］（親が注意して監督していないと、子どもはぐれた子供になってしまうよ）
｢ミー可ムタイ［｢mi:可mutai］（名）「目もたげ」の義。「見向き」の意。応答するために顔を
持ちあげること。挨拶すること。関心を示す。例、可ウナー「ベーンコドゥ「ヨー可イ
カ－Ｆサ「アイ可ジシ｢タンティン「ミームタイ可ヤンツァン「サヌ［TunaxrbeXn
7durjon2ikaxrsar2ai7dziJirtantimrmiXmutai可jantsanrsanu］（そこに居るん
だがねえ、どんなに合図《挨拶》しても、見向きもしないよ）
ミー｢ヤー可マ［mi:｢:aZ7ma］（名）目の小きい人。小きい目、-マ［-ma］は指小辞。愛称を
表す。‐マ［-ｍa］が下接する際、①上接語の末尾母音が広母音の［a］の場合、それを長
母音化きせて、‐マ［-ma］がつく。例、ｐａｒｔａ（旗）－つ［p§｢ta:1-ma］（小旗)。②上接語
の末尾母音が奥舌狭母音の［u］の場合、奥舌半広長母音の［ox］となって、‐マ［-ma］
がつく。例、［parku］（箱）－＋［p9｢kox7-ma］（小箱)。③上接語の末尾母音が、前舌狭母
音［i］の場合、前舌半広長母音［ex］となって､、‐マ［-ma］がつく。例、［t9rki］（竹）
→［t9rkeX可ma］（小竹)。④上接語が／CVV／構造で、しかも末尾母音が前舌狭母音［i］
の場合、接中辞一ヤー［-jaX］が現れ、それに指小辞一マ［-ma］がつく。例、［kiX］
（木）→［kiX-｢jax-可ma］（小苔な木)、ガイ［gai］（杓文字）→［gai-｢jan-ma］（小さな
杓文字)、［gui］（杭）→［gui-｢jax7-ma］（小苔な杭、村)。
｢ミー可パナ［rminpana］（名）「目鼻」の義。顔のこと。顔全体を「目」と「鼻」で代表き
せた表現。可シラ［sira］は、「頬」の部分に中心的な意味があるのに対し、ミー｢パナは
「顔全体」の表現に中心的意味がある。「ミー可パナフ「クリティプキ｢ムイ可ツァーン
［rmiX可pana①1rkuriti可kirmui可tsa:､］（顔が腫れて、かわいそうだ）は、「顔全体」
の表現が意味の中心となっている。
｢ミー可ヨー［rminjox］（名）「目様」の義か。目つき、目で合図すること。目でものを言う
こと。目〈ぱせ。例、プ｢スン丁ヤンプ｢スヌｒオー可ル可マイ「ヤッタベー可ティ
ウ「ヌス可ク「ミー可ヨー「シープア「ジプシゥｒカスンドゥ丁ムッ「トゥ可シゥ「カヌ
［p9rsun丁jamp9rsunur2onru可mairjatta-beX可ti2urnusu7kurminjoXrJi:可。
２ardzi可sirkasundu~１mutrtu7s1rkanu］（他人の居られる前だったので、あれほど目
で合図して言い聞かせた《注意した》が、いっこうに聞き入れない）
ミ「ツブム［mirtsu7mu］（名)、目の中に入ったごみ（塵挨）のこと。「目粒」の義か。子供
の目にミツムが入って泣くと、母親は、母乳をしぼって目の中に流しこみ、洗い流したも
のである。母乳は目の中に入ってもカサカサせず、滑らかな感じである。例、「ミー可ン
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ナ｢力可ナミ「ツム可ヌ「ペープリテイヤ「ミプシバコトゥリッｒフォー司り［｢mix7n
narka7namirtsumu7nurpex可ritijarmi可Jiba可turif｢fonri］（目の中にごみが入っ
て痛いから取って下きい）
｢ミン可タマ［｢min可tama］（名）「目の玉」の義。眼球の意。目の大きい人を、「ミンプタマー
［rmin可tamax］という。例、「ミー可ヤピ｢カプリティ「ミン可タマ－７グルグルシ「
ティー可プ「ス丁ミ「ローッ可ター［ｒｍｉＸ７ｊａｐｌｒｋａ可ritirmin可tamax7guruguru
Jirtix可pVrSu可mirroxt7ta］（目は大きく見ひらいて、目ん球をギョロギョロきせて、
人を見られた）
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